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阿
戸
町
連
合
町
内
会
長
 

倉
本
弘
康
 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

平
素
は
、
連
合
町
内
会
の
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て

格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
 

さ
て
、
連
合
町
内
会
で
は
、
こ
の
度
、
町
内
で
実

施
し
て
い
る
事
業
や
行
事
な
ど
を
広
く
町
民
の
皆
様

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
元
気
な
阿
戸
町
だ
よ
り
」

を
発
行
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
 

こ
の
発
行
に
よ
り
、
皆
様
が
、
わ
が
ま
ち
阿
戸
町

に
対
し
、
よ
り
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け

る
も
の
と
存
じ
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
、
活
力
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
汗
を
流
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
 

 
四
月
十
三
日
、
阿
戸
公
民
館
に
お
い
て
連
合
町
内

会
定
例
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
 

今
年
度
は
、
役
員
の
改
選
期
に
あ
た
り
、
会
長
に

倉
本
弘
康
氏
（
第
六
区
町
内
会
長
）、
副
会
長
に
松
田

康
憲
氏
（
第
四
区
町
内
会
長
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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司
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町
内
会
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 康
憲
 
第
四
区
町
内
会
長
 

理
 
 
事
 
宇
野
 耕
次
 
第
一
区
町
内
会
長
 

理
 
 
事
 
土
居
 光
明
 
第
二
区
町
内
会
長
 
 

理
事
代
行
 
桐
岡
 正
之
 
第
三
区
町
内
会
副
会
長
 

 
（
理
 
事
 
桐
野
 晏
定
  第
三
区
町
内
会
長
）
 

理
 
 
事
 
高
山
 義
昭
 
第
五
区
町
内
会
長
 

会
   
計
 
春
名
 正
典
 
第
五
区
町
内
会
副
会
長
 

監
 
 
査
 
出
口
 勝
紀
 
第
二
区
町
内
会
副
会
長
 

監
 
 
査
 
中
川
 光
利
 
第
一
区
町
内
会
副
会
長
 

活
力
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
五
月
三
十
一
日
、
阿
戸
公
民
館
に
お
い
て
阿
戸

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

委
員
は
三
十
一
名
で
、委
員
長
に
松
田
康
憲
連
合

町
内
会
副
会
長
、副
委
員
長
に
出
口
勝
紀
第
二
区
町

内
会
副
会
長
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
、
委
員
会
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

行
政
に
対
す
る
要
望
事
項
の
と
り
ま
と
め
が
中
心

で
し
た
が
、
近
年
、
私
達
の
住
ん
で
い
る
地
域
に

様
々
な
変
化
が
生
じ
て
お
り
、環
境
、
福
祉
、
防
災
・

防
犯
、教
育
等
ソ
フ
ト
部
門
に
つ
い
て
解
決
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
多
く
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
ハ
ー
ド
部
門
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、ソ

フ
ト
部
門
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
 

広
電
バ
ス
の
利
用
促
進
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
、
広
報
紙
の
発
行
、
河
川
美
化
活
動
な
ど
「
で
き

る
も
の
か
ら
や
る
」「
小
さ
な
取
り
組
み
か
ら
地
域

全
体
へ
の
取
り
組
み
」を
基
本
に
こ
れ
か
ら
も
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

メールアドレス/atochounaikai-info@hyper.ocn.ne.jp  
ホームページアドレス/www.com-net.city.hiroshima.jp/ato

元
気
な
阿
戸
町
を
め
ざ
し
て
！
 

阿
戸
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
を
開
催

連
合
町
内
会
長
に
倉
本
弘
康
氏
を
選
任
 

 
 
 
 
 
 
 
新
体
制
ス
タ
ー
ト
！
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七
月
三
日
、
区
長
を
囲
む
会
を
阿
戸
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
 

阿
戸
町
か
ら
は
、
阿
戸
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
二
十

三
名
、
女
性
会
の
代
表
四
名
、
合
計
二
十
七
名
が
出
席

し
ま
し
た
。
 

安
芸
区
か
ら
は
、
生
田
区
長
を
は
じ
め
二
十
四
名
の

方
々
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
合
計
五
十
一
名

で
、
こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
出
席
の
中
で
の
開
催
は
、

今
回
が
は
じ
め
て
で
す
。
 

は
じ
め
に
、
倉
本
連
合
町
内
会
長
あ
い
さ
つ
、
生
田

安
芸
区
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
出
席
者
の
紹
介
の
あ

と
、
生
田
安
芸
区
長
、
各
部
長
か
ら
安
芸
区
の
主
要
事

業
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
松
田
ま
ち
づ

く
り
推
進
委
員
長
か
ら
阿
戸
町
の
要
望
事
項
七
項
目

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
関
係
課
長
か
ら
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
 

阿
戸
町
に
と
っ
て
は
、
重
要
な
事
項
ば
か
り
な
の

で
、
早
急
な
対
応
を
強
く
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

引
き
続
き
、
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
区
役
所
職
員

と
の
交
流
を
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

 
 

 要
望
事
項
 

 
１
 
神
立
地
区
道
路
の
拡
幅
 

２
 
熊
野
川
左
岸
の
市
道
認
定
 

３
 
交
通
安
全
対
策
（
信
号
機
設
置
）
 

４
 
東
広
島
市
と
熊
野
町
と
の
ア
ク
セ
ス
の
改
修
 

５
 
長
谷
川
河
口
暗
渠
部
の
改
良
 

６
 
小
学
校
仮
設
校
舎
の
解
消
 
 

７
 
西
方
寺
川
改
良
 

け
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

当
面
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行
う
た
め
に
先
般
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
一
千
世
帯
程
度
を
対
象
）
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
 

今
後
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
を
行
い
、
路
線

存
続
に
向
け
た
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
 

ど
う
か
今
後
と
も
、
皆
様
方
の
平
素
か
ら
の
ご
利
用

を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

一
昨
年
、
広
電
バ
ス
阿
戸
線
に
つ
い
て
廃
止
の
方
針
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
を
受
け
て
沿
線
住
民
は
存
続
に
向
け
た
署
名
活
動

を
行
い
、
さ
ら
に
熊
野
町
、
県
議
会
、
市
議
会
の
先
生
方
の

ご
尽
力
と
関
係
各
位
の
御
配
慮
に
よ
り
路
線
存
続
が
決
ま

り
ま
し
た
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
存
続
後
の
阿
戸
線
の
利
用
状
況
は
芳
し

く
な
く
、
将
来
に
わ
た
り
残
す
に
は
、
利
用
促
進
に
向
け
た

対
策
が
求
め
ら
れ
、
熊
野
町
内
に
熊
野
町
、
広
電
バ
ス
、
地

域
住
民
の
代
表
な
ど
に
よ
る
「
熊
野
町
東
部
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
協
議
会
に
阿
戸
町
か
ら
の
参
画
要
請
が
あ
り
、
倉
本

連
合
町
内
会
長
、
松
田
副
会
長
が
委
員
に
就
任
、
存
続
に
向

第
一
四
回
安
芸
区
防
災
訓
練
及
び
生
活
避
難
場
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
検
証
訓
練
が
十
一
月
三
十
日
、
震
度
六

弱
の
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
阿
戸
小
・
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
中
学
校
体
育
館
で
町
民
二
二
五

名
参
加
の
う
え
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
当
日
は
、
阿
戸
学
区
自
主
防
災
会
連
合
会
を
組
織
し
、

本
部
長
に
倉
本
連
合
町
内
会
長
、
副
本
部
長
に
松
田
康

憲
副
会
長
が
選
任
さ
れ
、
各
班
の
班
長
、
副
班
長
に
、

そ
れ
ぞ
れ
町
内
会
長
、
副
会
長
等
が
選
任
、
そ
の
任
に

あ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、
阿
戸
町
女
性
会
の
役
員
が
中

心
と
な
っ
て
、
炊
き
出
し
、
四
〇
〇
食
分
を
準
備
さ
れ

ま
し
た
。
 

訓
練
参
加
者
は
、
十
二
時
十
五
分
ま
で
に
指
定
の
集

合
場
所
に
集
合
、
徒
歩
で
会
場
に
到
着
、
体
育
館
内
で

の
避
難
所
生
活
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
 

広
電
バ
ス
利
用
促
進
の
た
め
「
熊
野
町
東
部

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」
へ
の
参
画
 

区
長
を
囲
む
会
で
、
 

重
要
事
項
七
項
目
を
要
望
 

安
芸
区
防
災
訓
練
に
多
数
参
加
 

ローソン前の歩道橋設置 


